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市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

消
防
団
活
動
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は

真
壁　
幹
部
と
し
て
受
傷
者

を
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う

責
任
が
あ
り
ま
す
。
団
員
の

皆
さ
ん
は
早
く
火
を
消
そ
う

と
い
う
気
持
ち
で
前
に
出
て

し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
い
か

に
落
ち
着
い
て
指
示
を
出
せ

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋　
私
の
所
属
し
て
い
る

第
４
支
団（
山
都
）は
高
齢
者

が
多
く
、
日
中
、
若
者
が
い

な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
普

段
か
ら
予
防
消
防
の
徹
底
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

蛯
原　
私
た
ち
女
性
団
員
は

ま
だ
災
害
現
場
に
出
動
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
啓
発

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目

線
に
立
っ
て
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
、
と
心
が
け
て
い
ま

す
。

三浦 浩人さん
（第一支団第三分団／喜多方）

真壁 健治さん
（第三支団第三分団／塩川）

喜多方市の消防団員数は1,275人（令和2年4月1日現在）いらっしゃいます。令和
3年1月6日（水）、それぞれの地区で活躍する消防団員の皆さん5名と「地域を守る防災・
減災」をテーマに意見交換を実施しました。市民の皆さまの安全安心な生活を見守っ
てくださる消防団の熱い思いを議会としてもしっかり受けとめ、広くお伝えするとと
もに、改めて心からの感謝とエールをお送りするものです。

宮
下　
私
が
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
、「
郷
土
愛
護
」と「
相

互
扶
助
」
の
２
つ
で
す
。
今

の
若
者
に
は
、
な
か
な
か
通

用
し
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
浦　
団
員
の
命
を
守
る
た

め
に
も
訓
練
部
長
の
立
場

で
、
現
場
に
出
て
い
る
数
が

多
い
私
が
、
い
の
一
番
に
現

場
を
確
認
し
指
示
を
出
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が

教
え
ら
れ
る
こ
と
は
教
え
て

あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

課
題
や
気
づ
き
な
ど
あ
り
ま

す
か

三
浦　
新
入
団
員
の
確
保
と

い
う
点
で
、
地
域
に
残
っ
て

く
れ
る
若
者
が
ま
ず
い
な
い
、

い
て
も
親
御
さ
ん
が
承
諾
し

て
く
れ
な
い
、
難
し
い
問
題

で
す
。

地域を守る

高
橋　
私
の
支
団
で
も
30
代

の
幹
部
が
私
一
人
。
新
し
い

人
を
入
れ
た
く
て
も
い
な
い

ん
で
す
。
消
防
組
織
の
再
編

の
中
で
第
４
支
団
で
は
分
団

編
成
ま
で
見
直
す
こ
と
で
進

め
て
い
ま
す
。

真
壁　
人
材
確
保
の
面
で
は
、

う
ち
の
分
団
も
同
じ
で
す
。

「
消
防
＝
酒
飲
み
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
る
こ

と
も
足
か
せ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

宮
下　
高
郷
も
地
元
に
若
者

が
残
ら
な
い
し
、「
郷
土
愛

護
」
や
「
相
互
扶
助
」
の
精

神
論
も
通
用
し
な
い
状
況

で
、
何
を
言
っ
て
も
若
者
に

は
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。

メ
リ
ッ
ト
を
見
出
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
ひ
と
つ
か
な
と
思

い
ま
す
。

蛯
原　
女
性
団
員
の
活
動
が

ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
無

理
の
な
い
活
動
で
、
職
業
や

特
技
を
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
場
と
し
て
団
員
を
増
や
し
、

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。

防 災 ・ 減 災
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蛯原 ゆみ子さん
（本部／喜多方）

高橋 聖人さん
（第四支団第三分団／山都）

宮下 貴明さん
（第五支団第二分団／高郷）

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は

蛯
原　
私
は
相
馬
市
で
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
ま
し

た
。
喜
多
方
市
は
災
害
も
少

な
く
本
当
に
良
い
所
で
す

が
、
今
後
も
100
％
災
害
が
無

い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

普
段
か
ら
の
備
蓄
、
避
難
先

の
確
認
な
ど
、
家
族
で
常
日

頃
話
し
合
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

真
壁　
塩
川
で
は
年
一
回
水

防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
御
殿
場
地
区
は
世
帯
数

が
増
加
し
て
い
る
上
に
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
低

い
土
地
に
な
っ
て
い
て
、
川

の
側
な
の
で
洪
水
が
起
き
や

す
い
地
区
で
す
。
こ
の
こ
と

を
住
民
の
方
が
ど
の
程
度
理

解
し
て
い
る
か
心
配
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
へ
の
入
団
も

ご
く
わ
ず
か
な
地
区
で
あ
る

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
普

段
か
ら
防
災
意
識
を
強
く

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
橋　
消
防
団
は
消
火
活
動

だ
け
で
な
く
人
命
救
助
も
あ

り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
な

ど
、
日
常
的
に
役
立
て
ら
れ

る
術
が
学
べ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

宮
下　
消
防
団
は
崇
高
な
理

念
と
使
命
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
の
評

価
を
な
か
な
か
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
活
動
内
容
を
具
体
的

に
知
れ
ば
、
消
防
団
の
イ

メ
ー
ジ
も
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。

市
議
会
に
望
む
こ
と
は

真
壁　
消
防
庁
舎
が
新
し
く

建
設
さ
れ
、
立
地
的
に
も
か

な
り
機
動
力
が
上
が
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
消
防

団
の
定
員
も
無
理
が
な
い
人

数
で
広
域
の
機
動
力
と
含
め

て
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
橋　
人
員
確
保
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ

の
方
が
消
防
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
制
度
が
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
と
い
う
思
い
で
Ｏ
Ｂ
か
ら

も
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
お
伝
え
し
て
お

き
ま
す
。

蛯
原　
災
害
時
、
避
難
所
に

避
難
者
が
い
っ
ぱ
い
で
災
害

弱
者
の
方
々
が
入
れ
な
か
っ

た
問
題
を
目
に
し
ま
し
た
。

本
来
受
け
ら
れ
る
支
援
や
情

報
は
み
ん
な
平
等
だ
と
思
い

ま
す
。
有
事
の
際
、
災
害
弱

者
の
皆
さ
ん
の
避
難
に
つ
い

て
対
策
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮
下　
こ
の
よ
う
な
場
で
議

員
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
、

こ
れ
こ
そ
が
議
会
に
求
め
る

こ
と
の
体
現
か
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
我
々
の
話
を
直
接

聞
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は

普
段
の
生
活
の
中
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
機
会

が
今
後
も
あ
る
と
良
い
で
す

し
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

三
浦　
消
防
団
は
住
民
を
守

る
た
め
に
危
険
な
現
場
に
出

向
き
ま
す
。
現
場
に
行
く
団

員
の
事
を
考
え
て
、
設
備
や

車
両
に
関
し
て
の
予
算
を
、

こ
の
機
会
を
通
し
て
議
員
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
浦　
団
員
の
中
に
は
登
山

に
詳
し
い
方
、
応
急
手
当
に

詳
し
い
方
な
ど
、
様
々
な
技

術
知
識
を
持
っ
た
方
が
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
特
技
を
活

か
し
て
、
市
民
を
守
る
た
め

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た

め
に
、
役
立
て
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

※
第
二
支
団
は
都
合
に
よ
り

　
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。
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決
算
特
別
委
員
会

令
和
元
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
令
和
２
年
10
月
７

日
か
ら
16
日
ま
で
の
休
会
を
除
く
５
日
間
の
日
程

で
、
常
任
委
員
会
所
管
ご
と
に
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
意
見
を
付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
審
議
の
内
容
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、99項目の請求資料を基に質疑が出さ
れました。（※）総括質疑の一部をピックアップしてお知らせします。
※総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件や政策
的な事項について市長に質すものです。

　決算特別委員会の総括質疑の詳細については喜多方市議会
ホームページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）
で公開しています。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

3/31４月５月６月７月８月9/39/1710/7～1611/26

令
和
元
年
度
事
業
終
了

決
算
書
の
作
成

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ

れ
る
前
年
度
の
支
払
い
な

ど
の
整
理
期
間

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
・

意
見
書
の
作
成

出納整理期間監査委員による
決算監査決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

　
　 

各
種
大
型
事
業
の
支
出
に
よ
っ
て
、

市
民
の
暮
ら
し
に
新
た
な
負
担
が
今
後
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
認
定
に
反

対
す
る
。

　
　 

令
和
元
年
度
喜
多
方
市
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
の

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
を
基
に
慎

重
に
審
査
を
重
ね
た
結
果
、
お
お
む
ね

良
好
と
判
断
し
た
の
で
、
賛
成
す
る
。

賛
成

反
対

経常収支比率の福島県平均比率が90.0％、13市の平均が92.6％、本市は97.7％であり、前年よりも2.8ポイント悪化してい
る。悪化の要因が義務的経費より、物件費であり特に委託料とのことだが、財政運営の硬直化が見られる。これ以上悪化しな
いよう事業の見直しをするなど、健全な財政運営に取り組むべき。経常収支比率の今後の目標値を示すべき。
令和３年度から普通交付税が一本算定となり減少するなど、厳しい財政運営も見込まれることから、一般財源のみで実施して
いる事業を中心に見直しをはかる。さらに、市債バランスを保ち市債の計画的変換を進め、圧縮につなげるなど財政構造の弾
力化の確保につとめる。国に対しても地方財政基盤の強化に関して積極的に発信していく。数字を示すことは難しい。

※経常収支比率とは…地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、税収などの経常的な収入に対する人件費や扶助費
などの経常的に支出する経費の割合です。この数値が 100％に近いということは、経常的な収入で経常的な支出を賄えない状態
にあるといえます。一般的に、70～ 80％が「適正」な範囲とされています。

市民活動推進経費として395万円ほどの予算が計上され
ているが、その成果指標として市内のNPO法人の設立稼
働数を掲げている。市内のNPO法人の目標数は2021年
度では28団体となっており目標値には足りていない。ど
のように分析しているのか？
ここ3年間ほどNPO法人の数は停滞している。市では
NPO法人の数を増やそうと努力をしているが、市からの
アプローチだけではなかなか困難な状況である。

悪化している（※）経常収支比率、事業の見直しを！

本市の市民活動推進事業について伺う文教厚生

総 務

問

問

答

答

全国的にみてもNPO法人の数は頭打ちになっている中、市
民活動推進に継続的に予算を投入する真の目的は？
市民活動の理想については、市民活動団体の自主的な経
営の自立である。更に市民活動団体と市役所が役割分担
を行い、経済活動やまちづくり活動を行っていくのが理
想である。今後は、現状を踏まえたうえで、理想に向けて
の組織づくりと目標値の見直しを行っていく。

問

答

本市の農地台帳面積の合計は9,600haになっているが実
際の作付利用等で把握している面積は8,150haにしかな
らない。この不一致が永年にわたって解消できていない
理由は何か？
農地台帳面積と課税台帳面積は、それぞれ一筆の合計であ
るが、8,150haは国統計の耕地面積調査によるものであ
る。これは、空中写真上の農地と調査用地理情報システム
を突合して耕地面積を推測したものであるが、利用目的に
より面積の把握方法が大きく異なっているためである。

農地面積の把握と固定資産税の課税は？産業建設
問

答

地目が違えば適正な課税ができないのではないか。
また、所有者への啓発はどうなのか？
農業委員会による農地パトロールによって、毎年全筆の
調査を行っている。その結果、約500haの荒廃農地を把握
して所有者に連絡確認している。地目の変更は本人の手
続きによるが委員会として地目の変更を推進して行く。
現状の課税は適正になされていると認識している。

問

答

本会議での委員長報告

（
採
決
結
果
に
つ
い
て
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認など、主として市民の利益に合致したかどうかという観点から質疑が行われました。
その結果、計数的な誤り等は認められず、監査意見と同様概ね良好という意見でありました。
　審査の過程において意見、要望が出されましたが、総じて申し上げますと、社会情勢の変化を的確に捉えた事業展開を求めるとともに、各種事業の執行
に際しては、市民ニーズを的確に把握し、公平性・透明性を確保し、かつ事業の優先順位を厳正に選択して一層市民サービスの向上に努めるとともに、情
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決
算
特
別
委
員
会

令
和
元
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
令
和
２
年
10
月
７

日
か
ら
16
日
ま
で
の
休
会
を
除
く
５
日
間
の
日
程

で
、
常
任
委
員
会
所
管
ご
と
に
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
意
見
を
付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
審
議
の
内
容
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、99項目の請求資料を基に質疑が出さ
れました。（※）総括質疑の一部をピックアップしてお知らせします。
※総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき案件や政策
的な事項について市長に質すものです。

　決算特別委員会の総括質疑の詳細については喜多方市議会
ホームページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）
で公開しています。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

3/31４月５月６月７月８月9/39/1710/7～1611/26

令
和
元
年
度
事
業
終
了

決
算
書
の
作
成

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
決

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ

れ
る
前
年
度
の
支
払
い
な

ど
の
整
理
期
間

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
・

意
見
書
の
作
成

出納整理期間監査委員による
決算監査決算特別委員会

決算特別委員会での

Q A&

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

　
　 

各
種
大
型
事
業
の
支
出
に
よ
っ
て
、

市
民
の
暮
ら
し
に
新
た
な
負
担
が
今
後
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
認
定
に
反

対
す
る
。

　
　 

令
和
元
年
度
喜
多
方
市
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
の

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
を
基
に
慎

重
に
審
査
を
重
ね
た
結
果
、
お
お
む
ね

良
好
と
判
断
し
た
の
で
、
賛
成
す
る
。

賛
成

反
対

経常収支比率の福島県平均比率が90.0％、13市の平均が92.6％、本市は97.7％であり、前年よりも2.8ポイント悪化してい
る。悪化の要因が義務的経費より、物件費であり特に委託料とのことだが、財政運営の硬直化が見られる。これ以上悪化しな
いよう事業の見直しをするなど、健全な財政運営に取り組むべき。経常収支比率の今後の目標値を示すべき。
令和３年度から普通交付税が一本算定となり減少するなど、厳しい財政運営も見込まれることから、一般財源のみで実施して
いる事業を中心に見直しをはかる。さらに、市債バランスを保ち市債の計画的変換を進め、圧縮につなげるなど財政構造の弾
力化の確保につとめる。国に対しても地方財政基盤の強化に関して積極的に発信していく。数字を示すことは難しい。

※経常収支比率とは…地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、税収などの経常的な収入に対する人件費や扶助費
などの経常的に支出する経費の割合です。この数値が 100％に近いということは、経常的な収入で経常的な支出を賄えない状態
にあるといえます。一般的に、70～ 80％が「適正」な範囲とされています。

市民活動推進経費として395万円ほどの予算が計上され
ているが、その成果指標として市内のNPO法人の設立稼
働数を掲げている。市内のNPO法人の目標数は2021年
度では28団体となっており目標値には足りていない。ど
のように分析しているのか？
ここ3年間ほどNPO法人の数は停滞している。市では
NPO法人の数を増やそうと努力をしているが、市からの
アプローチだけではなかなか困難な状況である。

悪化している（※）経常収支比率、事業の見直しを！

本市の市民活動推進事業について伺う文教厚生

総 務

問

問

答

答

全国的にみてもNPO法人の数は頭打ちになっている中、市
民活動推進に継続的に予算を投入する真の目的は？
市民活動の理想については、市民活動団体の自主的な経
営の自立である。更に市民活動団体と市役所が役割分担
を行い、経済活動やまちづくり活動を行っていくのが理
想である。今後は、現状を踏まえたうえで、理想に向けて
の組織づくりと目標値の見直しを行っていく。

問

答

本市の農地台帳面積の合計は9,600haになっているが実
際の作付利用等で把握している面積は8,150haにしかな
らない。この不一致が永年にわたって解消できていない
理由は何か？
農地台帳面積と課税台帳面積は、それぞれ一筆の合計であ
るが、8,150haは国統計の耕地面積調査によるものであ
る。これは、空中写真上の農地と調査用地理情報システム
を突合して耕地面積を推測したものであるが、利用目的に
より面積の把握方法が大きく異なっているためである。

農地面積の把握と固定資産税の課税は？産業建設
問

答

地目が違えば適正な課税ができないのではないか。
また、所有者への啓発はどうなのか？
農業委員会による農地パトロールによって、毎年全筆の
調査を行っている。その結果、約500haの荒廃農地を把握
して所有者に連絡確認している。地目の変更は本人の手
続きによるが委員会として地目の変更を推進して行く。
現状の課税は適正になされていると認識している。

問

答

本会議での委員長報告

（
採
決
結
果
に
つ
い
て
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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市民生活の安全・安心、充実へ！ 12 月
定例会

令和２年第８回12月定例会は11月26日から12月10日までの15日間の会期で開催されました。
市長提案により、予算案11件、条例案12件、人事案件23件、その他5件と、議会から修正案1件、
議会案１件が提出されました。

補正予算の主な事業

喜多方・塩川地区の新方式への移行と、熱塩加納・山都・
高郷地区の更新を一体として行う経費。

［補正額］965,113千円

災害情報連携システム再構築事業

新たに介護サービス等を利用する場合、希望者にPCR
検査を無料で実施する。

［補正額］6,160千円

介護施設利用者等 PCR検査業務委託料

東京2020オリンピック聖火リレー実施に伴う経費。

［補正額］3,516千円

東京2020オリンピック聖火リレー経費

取組面積の増加や加算対象の取組などによる増額補
正。

［補正額］6,696千円

中山間地域等直接支払交付金

令和２年度　補正予算
会計 補正額 累計

一　　　　　般 △3,294万9千円 324億6,693万7千円
特　　　　　別 △2,351万4千円 121億7,938万8千円
下 水 道（収入） △   469万1千円 19億9,999万4千円
    〃  　（支出） △   246万2千円 22億8,828万5千円
水　　道（収入） 442万9千円 14億4,752万4千円
    〃  　（支出） 26万2千円 17億9,646万4千円

スタート地点の小田付伝建地区
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12
月
定
例
会



小
田
付（
※
）重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
、
４
月
か
ら
１
名

を
採
用
し
て
お
り
、
12
月
１
日

付
で
２
人
目
の
採
用
と
な
っ
た
。

配
属
は
ど
こ
に
な
る
の
か
？

配
属
先
は
会
津
北
方
小
田
付

郷
町
衆
会
で
あ
る
。
借
り
上
げ

た
事
務
所
で
活
動
を
し
て
も
ら

う
。
住
居
も
地
域
内
に
２
人
と

も
借
り
る
よ
う
に
な
る
。

配
置
の
方
針
は
？

地
域
お
こ
し
活
動
を
行
う
地

域
ま
た
は
団
体
か
ら
の
要
望
や
、

地
域
資
源
の
活
用
を
希
望
す
る

所
に
配
置
を
し
て
い
る
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
会
の
方

が
地
域
に
住
民
票
及
び
生
活
拠

点
を
移
し
、
地
域
振
興
を
図
る

た
め
に
活
動
し
て
も
ら
う
。
将

来
的
に
は
本
市
に
定
住
し
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

活
動
経
費
等
に
つ
い
て
は
特

別
交
付
税
の
算
定
に
な
る
も
の

で
あ
り
、
一
極
集
中
を
是
正
す

る
と
い
う
こ
と
が
主
旨
で
あ
る
。

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら 

小
田
付
地
区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

※
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
…
歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を

文
化
財
と
し
て
一
体
的
に
保
存
、

活
用
、
整
備
し
て
い
く
た
め
の
文

化
庁
の
制
度

災
害
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
再

構
築
事
業
に
対
し
て
は
、
総
務

常
任
委
員
会
、
及
び
本
会
議
に

お
い
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ

た
。

準
備
・
検
討
が
不
十
分
で
は
？

現
在
、
喜
多
方
・
塩
川
地
区

で
実
施
し
て
い
る
Ｖ
ー
Ｌ
ｏ
ｗ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
の
事
業

者
が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

代
替
策
に
つ
い
て
昨
年
か
ら
検

討
し
て
き
た
。
デ
シ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
な
ど
様
々
な
方
法
を

全
て
精
査
し
、
事
業
費
も
試
算

し
て
結
論
を
出
し
た
。

方
法
と
し
て
は
、「
Ｆ
Ｍ
き

た
か
た
で
防
災
ラ
ジ
オ
に
流

す
。」「
屋
外
拡
声
設
備
に
つ
い

て
は
、
デ
シ
タ
ル
行
政
無
線
で

流
す
。」
の
２
つ
で
あ
る
。

ア
ナ
ロ
グ
防
災
無
線
受
信
地
区

で
は
Ｆ
Ｍ
波
へ
の
乗
り
か
え
を

知
ら
な
い
の
で
は
？

熱
塩
加
納
、
山
都
、
高
郷
地

区
で
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災

災
害
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事
業
に

修
正
案
が
！

行
政
無
線
は
、
令
和
４
年
11
月

で
使
用
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ

で
各
家
庭
に
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ
オ

を
配
布
し
、
屋
外
拡
声
設
備
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
波

を
デ
ジ
タ
ル
波
に
変
え
て
つ
な

ぐ
こ
と
に
な
る
。

再
構
築
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
丁
寧
に
住
民
説
明
を
行

っ
て
ま
い
る
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
活
用

の
理
由
は
？

今
年
度
末
ま
で
充
当
率
100
％
、

交
付
税
措
置
70
％
で
活
用
で
き

る
有
利
な
制
度
な
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
た
い
。

地域おこし協力隊のおふたり
岩橋さん 田村さん
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
業
務
委
託
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る
た

め
の
事
業
で
あ
る
。

新
た
に
介
護
施
設
等
を
利
用

す
る
65
歳
以
上
の
者
が
、
県
か

ら
行
政
検
査
の
指
定
を
受
け
た

市
内
医
療
機
関
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
希
望
す
る
場
合
、
費
用
を
助

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
庫
補

助
金
を
一
部
受
け
な
が
ら
実
施

す
る
。

効
果
、
介
護
施
設
等
で
の
検
査

方
法
・
回
数
の
考
え
方
は
？

利
用
者
の
不
安
を
払
拭
す
る

も
の
で
あ
り
、効
果
に
つ
て
は
、

７
割
程
度
あ
る
と
考
え
て
い

る
。新

た
に
異
な
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
は
複
数
回
も

あ
る
が
、
65
歳
以
上
で
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、

原
則
一
人
一
回
で
あ
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
等
は
他
者
と
の
接
触
機
会

が
あ
り
、
高
齢
者
の
重
症
化
、

施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
が

趣
旨
と
考
え
る
。
条
件
に
よ
っ

て
は
複
数
回
の
検
査
が
必
要
で

は
な
い
か
？

全
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
介

護
事
業
者
と
も
協
議
を
行
い
対

象
者
、
回
数
に
つ
い
て
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

介
護
施
設
等
を
利
用
す
る

高
齢
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
柔
軟
に
対
応

塩
川
児
童
ク
ラ
ブ
、
施
設
拡
充
へ
！

塩
川
児
童
ク
ラ
ブ
は
11
月
24

日
現
在
、
142
名
の
登
録
児
童
が

い
る
。
来
年
度
、
160
名
程
度
の

申
し
込
み
を
見
込
ん
で
お
り
、

新
年
度
か
ら
速
や
か
に
児
童
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
塩
川

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
）
の
旧
事
務
室
の

改
修
を
行
い
た
い
と
し
、
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

160
名
く
ら
い
で
推
移
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、児
童
の
利
用
率
は
？

１
学
年
が
64
％
、
２
学
年
が

58
％
、
３
学
年
が
45
％
、
４
学

年
が
43
％
、
５
学
年
が
20
％
、

６
学
年
が
４
％
と
い
う
よ
う
な

利
用
率
を
こ
れ
ま
で
の
実
績
か

ら
想
定
し
、
160
名
と
し
た
。

増
設
す
る
施
設
の
利
用
児
童
数

は
？４

年
生
か
ら
６
年
生
の
約
30

名
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

室
内
が
狭
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
今
回
の

増
設
だ
け
で
今
後
対
応
で
き
る

の
か
？

面
積
で
試
算
す
る
と
、
基
準

上
は
200
名
ま
で
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
と
き
で
も
対
応
は
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

増
設
に
あ
た
り
、
職
員
の
対
応

は
？現

時
点
で
は
支
援
員
を
２
名
、

補
助
員
を
１
名
、
計
３
名
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

塩川児童クラブ館

8市議会だより 喜多方　第44号

12
月
定
例
会



市
の
誤
り
で（
※
）法
定
外
公

共
財
産
使
用
料
の
17
年
間
に
渡

る
過
大
徴
収
67
万
６
千
180
円
に

対
し
、
35
万
４
千
円
の
過
誤
納

返
還
金
と
還
付
加
算
金
が
予
算

計
上
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
は
相
手
方
で
な
く

「
専
ら
市
側
に
責
任
が
あ
る
」

と
市
が
認
め
て
い
る
の
だ
か

ら
、
対
象
者
に
謝
罪
し
、
利
子

を
つ
け
て
全
額
を
返
還
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

地
方
自
治
法
231
条
の
第
３
項

に
公
の
債
権
と
し
て
時
効
５
年

の
規
定
が
あ
る
。
過
去
の
徴
収

誤
り
や
算
定
誤
り
で
は
、
時
効

５
年
で
納
得
し
て
い
た
だ
き
、

５
年
間
の
返
還
だ
っ
た
。
今
回

の
対
象
者
は
９
名
で
あ
り
、
謝

罪
し
納
得
し
て
い
た
だ
い
て
５

年
間
の
返
還
と
し
た
い
。

昨
年
度
の
小
雪
で
、
現
待
機

料
が
「
機
械
の
整
備
代
、
リ
ー

ス
代
に
も
な
ら
な
か
っ
た
」
と

受
託
者
会
か
ら
見
直
し
の
要
望

書
が
出
さ
れ
た
。

合
わ
せ
て
、
市
は
受
託
者
会

51
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
き
た
。

委
託
料
を
減
額
し
、
除
雪
機
械

待
機
補
償
料
を
増
額
し
た
考
え

方
は
？

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、「
会
津
若
松
市
の
待
機
保

証
料
等
が
手
厚
い
た
め
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
行
っ
て
し
ま
う
現
状

が
あ
る
か
ら
、
待
機
保
証
料
を

上
乗
せ
し
て
ほ
し
い
」「
委
託

料
を
下
げ
て
も
喜
多
方
市
は
、

会
津
若
松
市
よ
り
、
通
常
、
降

雪
も
多
く
出
動
回
数
も
多
い
こ

と
か
ら
見
直
し
て
も
い
い
」
な

ど
の
内
容
で
し
た
。

そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
会
津
若

松
市
の
事
例
、
県
の
事
例
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も

過
誤
納
返
還
金
及
び
還
付
加
算
金

除
雪
経
費
、
待
機
保
証
料
を

増
額
し
た
考
え
方
を
聞
く

※
法
定
外
公
共
財
産
と
は
…

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の

う
ち
、
道
路
法
や
河
川
法
な
ど
法

律
の
適
用
を
受
け
な
い
里
道
や
水

路
。

公
の
債
権
と
し
て
時
効
５
年
と

の
説
明
で
あ
る
が
、
但
し
書
き

が
あ
り
、「
他
の
法
律
に
定
め

が
あ
る
場
合
を
除
く
」と
あ
る
。

民
法
で
は
時
効
が
10
年
、
20
年

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
準
用
し
全

額
返
還
し
た
全
国
的
な
事
例
が

あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

今
回
は
５
年
分
35
万
３
千
660

円
の
返
還
と
し
た
い
。
そ
れ
以

外
は
前
例
を
参
考
に
研
究
し
た

い
。

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後

も
除
雪
業
者
・
人
員
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
除
雪
の
待
機
保
証

料
を
見
直
し
て
計
上
し
た
。

除
雪
機
械
の
待
機
保
証
料
で
、

整
備
費
用
な
ど
を
計
上
し
て
い

る
。
そ
れ
は
業
者
持
ち
で
は
な

い
か
？

除
雪
機
械
の
待
機
保
証
料
に

つ
い
て
、
税
務
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
「
準
備
費
用
と
し
て
、

機
械
の
整
備
費
用
・
チ
ェ
ー
ン

な
ど
の
消
耗
品
な
ど
準
備
に
掛

か
る
も
の
で
あ
り
、
適
正
に
申

告
が
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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後
藤
　
誠
司 

議
員

　
“
喜
多
方
の
魅
力
発

見
”
泊
ま
っ
て
み
ん

べ
ぇ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

に
お
け
る
、
現
在
ま
で
の

市
民
、
県
民
別
の
利
用
者

数
及
び
予
算
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
市

の
魅
力
あ
る
観
光
資

源
を
再
発
見
し
て
も
ら
う

機
会
と
し
て
、
市
民
及
び

県
民
の
方
々
に
対
し
、
本

市
の
旅
館
や
農
家
民
宿
等

の
宿
泊
料
金
の
一
部
を
支

援
す
る
内
容
で
あ
る
。

利
用
者
数
は
11
月
20
日

現
在
で
１
千
672
名
、
う
ち

市
民
の
方
が
１
千
373
名
、

市
民
以
外
の
県
民
の
方
が

299
名
で
あ
り
、
予
算
額
２

千
200
万
円
に
対
し
、
委
託

先
へ
の
手
数
料
等
を
含
め

１
千
540
万
円
の
支
払
い
見

込
み
で
あ
る
。

問答

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
12月定例会の一般質問は11月30日から12月３日までの４日間行われ、19名の議員

が登壇し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから１項目程度を要

約して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご
覧いただけます。また、開期中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

新型コロナウイルス感染症への対応は!?
いろいろな支援を実施していく

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
各

種
検
診
の
変
更
内
容
と
影

響
、
特
定
健
診
の
現
在
ま

で
の
受
診
者
数
と
受
診
率

を
伺
う
。

　
特
定
健
診
は
、
今
年

度
集
団
健
診
を
中
止

と
し
、
施
設
健
診
を
８
月

か
ら
12
月
ま
で
の
５
カ
月

で
実
施
し
て
い
る
。
10
月

末
現
在
の
受
診
者
数
は
約

１
千
200
人
で
、
受
診
率
は

13
・
６
％
で
あ
る
。
胃
が

ん
検
診
と
胸
部
検
診
は
当

面
延
期
だ
っ
た
た
め
、
開

始
時
期
が
他
の
検
診
よ
り

遅
く
な
り
、
受
診
率
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。

問答

市長

10市議会だより 喜多方　第44号

一

般

質

問



小中学校適正規模適正配置実施計画案はいつ示すのか

V-Lowマルチメディア放送事業の責任は!

たたき台は概ねまとまった。令和３年１・２月頃に示したい

代替策への移行と補償額を確実に支払わせることが市の責務

ま
た
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
視
点
で
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

ら
を
吟
味
し
て
た
た
き
台

を
策
定
し
た
。

　
地
域
に
あ
る
学
校
と

の
意
見
は
多
く
出
さ

れ
て
い
る
が
、
市
は
実
施

計
画
案
に
ど
う
反
映
さ
せ

る
の
か
。

　
現
状
を
基
本
と
す
る

考
え
で
あ
る
が
、
子

ど
も
が
激
減
し
て
い
る
の

で
、
５
年
10
年
先
で
は
な

く
、
も
っ
と
先
を
見
据
え

て
実
施
計
画
案
を
考
え
て

い
る
。

　
今
後
、
審
議
会
、
教

育
委
員
会
、
そ
し
て

総
合
教
育
会
議
を
経
て
、

実
施
計
画
案
を
議
会
に
示

す
の
は
い
つ
か
。

　
令
和
３
年
１
・
２
月

頃
に
は
、
審
議
会
そ

し
て
議
会
に
示
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答問答

齋
藤
　
仁
一 

議
員

山
口
　
和
男 

議
員

　
小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
の
基
本
方

針
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
の

実
施
計
画
案
が
２
０
１
９

年
度
に
策
定
予
定
で
あ
っ

た
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は

何
か
。

　
実
施
計
画
案
の
検
討

で
は
、
審
議
会
や
議

会
特
別
委
員
会
報
告
に
あ

る
地
域
へ
の
配
慮
、
子
ど

も
の
通
学
距
離
や
時
間
を

精
査
し
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
に
対
す
る
整
理
が
難

し
く
時
間
を
要
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

１
学
級
あ
た
り
の
人

数
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
新
た
な
要
件
が
一
つ

加
わ
っ
た
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

適
正
規
模
適
正
配
置

を
考
え
て
い
る
。

問答問答

　
8
億
９
千
万
円
の
事

業
費
を
費
や
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
㈱
エ
フ

エ
ム
東
京
が
本
事
業
か
ら

撤
退
し
、
本
市
の
こ
の
事

業
は
完
全
に
失
敗
を
し

た
。国
の
政
策
に
追
随
し
、

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い

た
市
の
責
任
は
重
大
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
本
市
は
、
国
や
放
送

事
業
者
と
協
力
・
連

携
し
な
が
ら
本
事
業
を
進

め
て
い
た
が
、
中
心
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
た
㈱
エ

フ
エ
ム
東
京
が
、
突
然
、

事
前
協
議
も
な
く
一
方
的

に
撤
退
を
表
明
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
市
は
多
大

な
損
失
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本
事
業
で
こ
れ
ま
で
整

備
し
た
設
備
等
を
用
い
、

情
報
発
信
を
続
け
る
こ
と

問答

に
よ
り
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
が
最
大
の
義
務
で
あ
り
、

代
替
策
へ
の
移
行
と
補
償

額
を
確
実
に
支
払
わ
せ
る

こ
と
が
市
の
責
務
と
考
え

る
。

　
代
替
策
と
し
て
新
方

式
が
示
さ
れ
た
が
、

市
の
責
任
や
賠
償
問
題
が

解
決
し
た
後
で
新
方
式
の

要
否
を
決
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
伺
う
。

　
代
替
策
を
優
先
さ
せ

て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
補
償
問
題
も
同
時
に

進
め
て
い
る
。
引
き
続
き

総
務
省
関
係
機
関
と
連
携

し
進
め
て
ま
い
る
。

代
替
策
は
、
現
有
設
備

の
有
効
活
用
と
共
に
、
全

地
区
同
様
の
方
式
で
の
整

備
が
可
能
で
あ
る
。
令
和

4
年
11
月
末
ま
で
に
新
方

式
に
運
用
開
始
を
目
指

す
。 問答

市長

市長
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水田農業確立のため担い手へ手厚い支援を！

本市の工業に対して手厚い支援を！

これまでの制度を根本的に変えた支援制度を検討する

市独自の対策を実施中。今後も適時適切に支援をおこなう

業
用
機
械
、
施
設
の
整
備

に
対
す
る
支
援
等
を
行
う
。

　
観
光
振
興
の
た
め
市

内
ラ
ー
メ
ン
店
全
店

舗
が
掲
載
さ
れ
た
喜
多
方

ラ
ー
メ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

　
更
に
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
関
係
団

体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
市
内
全
店
舗
を
対
象

に
し
た
マ
ッ
プ
の
作
成
や

Ｐ
Ｒ
の
手
法
等
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問答

十
二
村 

秀
孝 

議
員

山
口
　
文
章 

議
員

　
次
年
度
の
米
作
付
け

に
対
す
る
本
市
の
基

本
姿
勢
を
伺
う
。

　
令
和
３
年
産
米
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
確
保

し
、
米
価
の
安
定
を
図
る

た
め
、
大
幅
な
主
食
用
米

の
減
産
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。市

と
し
て
は
備
蓄
米
の

作
付
拡
大
を
基
本
に
推
進

す
る
。

 

　
本
市
の
水
田
農
業
を

支
え
る
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
進
め

方
は
。

　
実
行
力
の
あ
る「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約

化
や
集
落
営
農
等
の
組
織

化
・
法
人
化
を
図
る
。

さ
ら
に
は
担
い
手
の
収

益
力
向
上
に
つ
な
が
る
農

問答問答

　
「
喜
多
方
市
工
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、

本
市
工
業
の
５
年
後
の
姿

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
状
況
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　
令
和
元
年
度
は
、
重

点
事
業
が
着
実
に
進

捗
し
た
こ
と
に
よ
り
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
し

か
し
、
元
年
度
後
半
か
ら

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
本
市
の
製
造
業
も
大

き
な
影
響
を
受
け
、
今
も

な
お
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
に
も
影
響
が
生
じ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
市

独
自
の
経
済
対
策
等
で
影

響
が
最
小
限
に
な
る
よ
う

に
努
め
、
５
年
後
の
姿
の

実
現
に
向
け
積
極
的
に
施

問答

策
を
展
開
し
て
対
応
し
て

い
く
。

　
福
島
県
の
小
学
校
体

育
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
本
市
独
自
で
設
置

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
児

童
の
体
力
向
上
、
健
康
維

持
等
に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

　
授
業
を
中
心
に
体
力

及
び
運
動
能
力
向
上

を
図
る
事
を
基
本
と
し
必

要
に
応
じ
て
外
部
人
材
も

活
用
し
て
い
る
。
今
後
は

市
内
全
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
て
体
力
向
上

等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

市長

市長
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ＩＣＴ教育にデメリット対策は入るのか？

「待つ」支援から「届ける」支援の取り組みは？

教師用・児童生徒用の資料を策定し指導する

人と人との温かいつながり支援体制の充実を図る

急
時
に
限
る
。
さ
ら
に
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
進
め
て
子
供
達
の
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
オ

フ
ス
ク
リ
ー
ン
喜
多
方
っ

子
運
動
を
進
め
各
学
校
の

情
報
教
育
推
進
担
当
教
師

の
役
割
を
強
化
す
る
事
で

子
供
達
を
指
導
し
て
い
く
。

　
来
年
３
月
末
で
閉
院

す
る
山
都
診
療
所
の

対
策
を
伺
う
。

　
継
続
を
前
提
と
し
て

交
渉
し
て
き
た
が
閉

院
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
診
療

す
る
体
制
を
つ
く
れ
な
い

か
を
含
め
検
討
す
る
。

問答

小
島
　
雄
一 

議
員

佐
原
　
正
秀 

議
員

　
児
童
生
徒
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
が
配
布
さ
れ
る
。
既
に

子
供
達
の
遊
び
は
ゲ
ー
ム

中
心
に
な
っ
て
お
り
、
更

に
メ
デ
ィ
ア
機
器
に
長
時

間
触
れ
る
事
が
心
配
さ
れ

る
。
脳
の
成
長
に
悪
影
響

を
与
え
ゲ
ー
ム
脳
に
な
ら

な
い
た
め
の
デ
メ
リ
ッ
ト

対
策
を
伺
う
。

　

今
後
、
教
職
員
用
資

料
と
児
童
生
徒
用
及

び
保
護
者
用
資
料
を
策
定

し
て
授
業
や
保
護
者
会
等

で
活
用
す
る
事
で
メ
デ
ィ

ア
に
対
す
る
自
己
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
力
の
育
成
を
計
る
。

　
ス
マ
ホ
の
学
校
持
ち

込
み
対
策
は
？

　

学
校
と
保
護
者
の
協

力
体
制
を
作
り
、
学

校
で
は
職
員
室
等
で
一
括

し
て
保
管
し
、
使
用
は
緊

問答問答

　
妊
娠
中
や
子
育
て
中

に
ち
ょ
っ
と
手
を
貸

し
て
欲
し
い
時
が
あ
る
も

の
で
、
そ
の
時
に
先
輩
マ

マ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
体
制
は
ど
う
す
る
か
。

　
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主

体
と
な
り
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
訪
問
活
動
に
よ
り
孤

独
感
の
軽
減
に
努
め
る
。

　
出
産
し
や
す
い
環
境

や
地
域
づ
く
り
の
体

制
整
備
は
ど
う
な
る
か
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
渡
り
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
を
地
域
と

行
政
が
連
携
し
て
行
い
、

子
育
て
支
援
体
制
を
進
め

る
。 問答問答

　
子
育
て
女
性
の
引
き

こ
も
り
や
産
後
う
つ

病
問
題
が
注
視
さ
れ
る
が

対
策
は
。

　
産
後
疲
労
回
復
や
母

乳
育
児
不
安
、
育
児

ス
ト
レ
ス
等
を
軽
減
す
る

た
め
産
後
ケ
ア
や
先
輩
マ

マ
の
家
庭
訪
問
支
援
事
業

な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
。

　
助
産
師
を
交
え
た
お

茶
会
な
ど
は
、
様
々

な
経
験
談
が
聞
け
良
い
時

間
が
過
ご
せ
る
も
の
と
思

う
が
い
か
が
か
。

　
妊
婦
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
助
産
師
の

知
恵
と
必
要
な
具
体
的
方

法
に
つ
い
て
講
和
や
胎
教

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
虐
待
防
止

に
も
全
力
で
努
め
る
。

問答問答

市長

市長

育児講座
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機が熟すのを待ち専門学校を誘致すべきでは!

市街地に６件出没、クマ対策求める

状況を見て、誘致を進めて参りたいと考える

県に、市街地に近い河川敷の雑木伐採を要望

　
「
伸
ば
そ
う
！
平
均

寿
命
、
健
康
寿
命
」

「
増
や
そ
う
子
供
達
！
未

来
の
た
め
に
」「
伸
ば
そ

う
！
市
民
の
所
得
」
な
ど

大
き
な
課
題
に
つ
い
て

は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
努
力
、
協
力
を
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
努
力
、
協
力
す

る
政
策
は
意
義
の
あ
る
事

で
あ
り
研
究
し
て
参
り
た

い
。 問答

伊
藤
　
弘
明 

議
員

長
澤
　
勝
幸 

議
員

　
高
校
の
卒
業
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
、
毎
年

若
者
が
大
勢
他
の
地
域
に

巣
立
っ
て
行
っ
て
し
ま
う

と
嘆
く
声
が
聴
か
れ
る
。

嘆
い
て
ば
か
り
い
な
い
で
、

他
か
ら
若
者
が
集
ま
っ
て

く
る
よ
う
な
政
策
を
具
現

化
す
る
べ
き
だ
。
状
況
は

い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
が
、
専

門
学
校
を
ぜ
ひ
誘
致
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
？

　

専
門
学
校
を
誘
致
す

る
こ
と
は
、
当
市
に

と
っ
て
非
常
に
意
味
の
あ

る
事
で
あ
り
、
大
勢
の
若

者
が
市
内
で
学
ぶ
事
は
素

晴
ら
し
い
事
だ
と
考
え
る
。

過
半
、
専
門
学
校
の
関
係

者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
懇

談
を
し
た
。実
現
に
向
け
、

い
ろ
い
ろ
と
調
査
を
行
っ

て
参
り
た
い
。

問答

　
10
月
に
喜
多
方
駅
前

付
近
に
お
い
て
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
が
出
没
し
、
警

察
署
員
が
警
戒
す
る
中
で

市
民
が
ケ
ガ
を
負
う
事
件

か
発
生
し
た
。

本
年
４
月
に
市
で
は

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
市
街

地
等
出
没
緊
急
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い

る
が
、今
事
象
を
踏
ま
え
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
等

と
の
協
議
・
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ク
マ
の
出
没
状
況
は

10
月
末
現
在
、
182
件

で
前
年
度
よ
り
15
件
増
え
、

市
街
地
で
は
想
定
外
だ
が

６
件
で
あ
っ
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
今
事
例
を

参
考
に
し
、
再
度
、
職
員

間
の
知
識
の
向
上
、
警
察

署
と
の
話
し
合
い
、
実
施

隊
・
県
・
近
隣
の
市
町
村

問答

と
意
見
交
換
を
し
て
対
策

の
考
え
方
を
整
理
し
て
い

く
。

　
市
街
地
の
ク
マ
出
没

の
主
な
対
策
と
し
て
、

獣
道
に
な
っ
て
い
る
河
川

の
雑
木
等
伐
採
を
喜
多
方

建
設
事
務
所
に
要
望
さ
れ

た
が
現
状
と
見
通
し
は
ど

う
か
。

　

侵
入
経
路
と
し
て
想

定
さ
れ
る
市
街
地
に

近
い
河
川
敷
の
雑
木
等
伐

採
及
び
雑
草
の
刈
払
い
の

早
急
な
措
置
を
要
望
し
、

三
カ
所
の
う
ち
濁
川
河
川

緑
地
周
辺
、
田
付
川
高
吉

橋
周
辺
は
着
工
済
、
残
る

濁
川
見
頃
橋
周
辺
も
12
月

中
に
完
了
す
る
見
通
し
、

他
の
箇
所
に
つ
い
て
も
情

報
交
換
し
た
い
。

問答

市長

市長
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DVシェルターを設置すべきである

令和3年度予算編成での政策的・財政的支援を

関係機関と協議をし、検討する

エネルギーの地産地消に向けた取り組みに力を注ぐ

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運

動
（
子
ど
も
虐
待
の

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指

す
運
動
）
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
11
月
の
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
に
は
、

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
啓
発
ポ
ス
タ

ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
市

の
施
設
、市
内
小
中
学
校
、

保
育
施
設
、
市
内
ス
ー
パ

ー
に
も
範
囲
を
広
げ
て
配

布
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

女
性
相
談
専
用
メ
ー
ル
フ

ォ
ー
ム
を
開
設
し
て
い
る
。

問答問答

菊
地 

と
も
子 

議
員

小
澤
　
誠 

議
員

　
児
童
虐
待
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
家
庭
児
童
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
は
じ
め
、

児
童
虐
待
防
止
の
広
報
・

啓
発
活
動
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
開
催
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保

健
師
の
連
携
に
よ
る
虐
待

リ
ス
ク
が
高
い
家
庭
の
早

期
発
見
や
介
入
、
養
育
相

談
な
ど
に
よ
り
、
虐
待
予

防
に
努
め
て
い
る
。

　
虐
待
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
相
談
員
不
足

で
は
な
い
の
か
？

　
今
年
度
は
、
家
庭
児

童
相
談
員
を
１
名
増

員
し
、
計
２
名
体
制
で
対

応
し
て
い
る
。
令
和
３
年

度
か
ら
は
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、

相
談
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
は
か
る
。

問答問答

　
地
方
自
治
体
の
存
在

理
由
は
住
民
福
祉
の

増
進
で
あ
る
。
地
域
が
豊

か
に
な
る
た
め
に
は
地
域

内
経
済
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、
つ
ま
り
地
域
経
済
の

主
役
で
あ
る
経
済
主
体
の

地
域
内
再
投
資
力
を
高
め

る
こ
と
だ
と
思
う
。

地
域
内
経
済
循
環
の
機

動
力
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
な
政
策
的
・
財
政
的

支
援
を
集
中
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

　

住
宅
用
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
補
助

を
継
続
す
る
考
え
の
ほ
か
、

民
間
事
業
者
等
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事

業
者
等
が
行
う
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
検
討

問答

等
に
対
す
る
支
援
を
行
う

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
や
、
国
等
の
補
助
メ
ニ

ュ
ー
の
紹
介
に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
促
進
に
も
取
り
組
む
と

と
も
に
、
小
水
力
発
電
導

入
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け

た
民
間
事
業
者
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
等
を
行
う
。

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し

た
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
運
営
の
可
能
性
を
含
め

た
地
産
地
消
モ
デ
ル
構
築

の
可
能
性
調
査
」
の
結
果

を
踏
ま
え
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
勉
強
会

や
先
進
地
視
察
等
を
行
う
。

市長

市長
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クマ対策、未利用果樹の伐採費用の補助制度創設を

子供達を守るため、通学路の安全対策を急げ！

制度の創設に向け検討していく

危険なブロック塀改修、撤去に補助制度を創設する

と
な
っ
て
い
る
。
制
度
創

設
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
小
中
学
校
な
ど
関
係

機
関
と
の
連
携
は
十

分
で
あ
っ
た
か
。

　

環
境
課
よ
り
速
や
か

に
情
報
提
供
し
て
い

る
。
小
中
学
校
で
は
児
童

生
徒
へ
の
注
意
喚
起
お
よ

び
保
護
者
へ
の
緊
急
メ
ー

ル
で
周
知
す
る
な
ど
、
保

育
施
設
、
児
童
ク
ラ
ブ
で

も
そ
れ
ぞ
れ
統
一
し
た
対

応
で
、
十
分
連
携
で
き
て

い
る
。

　
現
場
で
は
戸
惑
い
が

あ
っ
た
り
、
公
立
こ

ど
も
園
で
は
緊
急
メ
ー
ル

の
未
整
備
な
ど
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
対
策

を
求
め
る
。

　
一
定
の
基
準
に
沿
っ

た
対
応
の
方
法
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問答問答

渡
部
　
一
樹 

議
員

小
林
　
時
夫 

議
員

　
喜
多
方
駅
前
を
は
じ

め
市
街
地
で
の
ク
マ

出
没
の
原
因
を
専
門
家
の

知
見
も
合
わ
せ
て
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

専
門
家
の
見
解
は
、

ク
マ
は
濁
川
周
辺
か

ら
エ
サ
を
求
め
て
水
路
や

路
地
な
ど
を
さ
ま
よ
っ
て

い
る
う
ち
、
駅
前
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
。ま
た
、

山
間
部
に
お
い
て
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
ブ
ナ
な
ど
が

凶
作
で
あ
る
、
と
い
う
県

の
調
査
結
果
が
あ
っ
た
。

　
ク
マ
の
エ
サ
と
な
る

柿
の
木
な
ど
未
利
用

果
樹
の
伐
採
費
用
の
補
助

制
度
創
設
が
有
効
と
考
え

る
が
見
解
を
求
め
る
。

　

未
利
用
果
樹
の
放
置

は
野
生
獣
の
誘
因
物

と
し
て
被
害
を
招
く
要
因

問答問答

　
通
学
路
の
安
全
確
保

の
た
め
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
、
撤
去

に
補
助
制
度
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
対
策
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
国
に
続
き
福

島
県
に
お
い
て
も
令
和
２

年
６
月
か
ら
、
避
難
路
や

通
学
路
の
道
路
沿
い
に
あ

る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
改
修
及
び
除
却
に
対
す

る
助
成
が
開
始
さ
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
令
和

３
年
度
か
ら
補
助
制
度
の

創
設
に
向
け
、
国
及
び
県

の
補
助
要
件
を
踏
ま
え
、

現
在
、
制
度
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問答

　
子
供
た
ち
を
守
る
た

め
、
通
学
路
の
安
全

対
策
と
し
て
、（
※
）ゾ
ー

ン
30
の
設
置
が
必
要
と
思

う
が
、
現
状
と
今
後
の
推

進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ゾ
ー
ン
30
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
た

結
果
、
令
和
２
年
７
月
21

日
に
第
一
小
学
校
周
辺
が

指
定
区
域
と
な
っ
た
。

今
後
の
ゾ
ー
ン
30
の
設

置
推
進
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
の
安
全
確
保
を
す
る

た
め
に
、
設
置
の
要
望
の

あ
る
地
区
や
教
育
機
関
、

警
察
と
連
携
し
、
設
置
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

市長

市長

※
ゾ
ー
ン
30
と
は
…
最
高
速
度

30
㎞
／
ｈ
の
速
度
規
制
の
区

域
（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
る
生

活
道
路
の
安
全
対
策
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除雪機械運行管理システムは改善されるのか

喜多方市が掲げる市民活動の定義とは!?

従来の課題を解決し、更に効率化できる見込み

市民が自主的・自発的に行う非営利で公益的な活動

務
作
業
の
さ
ら
な
る
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
除
雪
作
業
の
公
開
に

つ
い
て
は
。

　

除
雪
の
進
行
状
況
を

視
覚
的
に
把
捉
す
る

こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

ヘ
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

と
判
断
し
、
公
開
す
る
こ

と
と
し
た
。
12
月
１
日
よ

り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
、
除
雪
車

両
の
現
在
位
置
や
向
き
、

除
雪
が
完
了
し
た
路
線
の

情
報
が
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

問答

上
野 

利
一
郎 

議
員

蛭
川
　
靖
弘 

議
員

　
旧
シ
ス
テ
ム
の
課
題

点
を
改
善
し
た
、
新

シ
ス
テ
ム
で
の
主
な
変
更

点
と
は
。

　

端
末
に
つ
い
て
は
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
簡
素
化
し
、
操
作
性
を

向
上
さ
せ
、
誤
操
作
の
防

止
を
図
っ
た
。
ま
た
、
最

新
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
、
常
に

最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

市
が
指
定
し
た
路
線
や
施

設
以
外
を
除
雪
車
が
走
行

し
た
場
合
、
自
動
的
に
稼

働
時
間
の
集
計
対
象
外
と

す
る
こ
と
や
、
除
雪
車
両

の
作
業
時
間
や
形
跡
の
詳

細
な
確
認
が
可
能
と
な
り
、

国
県
道
や
雪
寒
指
定
路
線

の
稼
働
実
績
を
即
座
に
集

計
す
る
こ
と
が
で
き
、
事

問答

　
市
民
と
市
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と

は
何
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体

は
市
民
で
あ
る
と
い

う
理
念
の
も
と
、
市
民
と

行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
な
が
ら
共
に

汗
を
流
し
て
課
題
解
決
の

た
め
に
取
り
組
む
こ
と
で

あ
る
。

喜
多
方
市
総
合
計
画
大

綱
４
第
１
節
に
お
い
て
、

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
市
民
活
動

団
体
と
の
連
携
と
市
民
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

問答

　
公
益
活
動
に
つ
い
て

自
治
体
と
市
民
活
動

団
体
の
役
割
分
担
と
は
？

　

公
益
活
動
と
は
市
民

ま
た
は
市
民
活
動
団

体
等
が
主
体
と
な
っ
て
継

続
的
・
自
発
的
に
行
う
社

会
貢
献
活
動
と
考
え
て
い

る
。少

子
高
齢
化
時
代
に
加

え
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

公
益
活
動
は
新
た
な
社
会

の
担
い
手
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
市
民
と
行
政

の
協
働
か
ら
発
展
し
、
公

益
活
動
を
市
民
活
動
団
体

と
行
政
が
役
割
分
担
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
協

働
事
業
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

問答

市長

市長

除雪機械運行管理システム

17 市議会だより 喜多方　第44号

一

般

質

問



コロナ対策の現状と強化点、財源は!?

喜多方地方定住自立をどうする？

今後も対策必要。財源は国・県が基本、強く要望する

関係団体と連携し、高校生の雇用確保に取り組む

り
、
期
間
の
延
長
な
ど
要

望
し
て
い
く
。

　
学
童
保
育
の
三
密
対

策
は
。

　
活
動
場
所
を
分
散
し

小
人
数
で
の
活
動
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

　
塩
川
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
緊
急
に
施

設
そ
の
も
の
の
新
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
来
年
度
か
ら
、
さ
ら

に
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
空
い
た
事
務
所
を
活

用
し
、
新
設
に
つ
い
て
は

財
政
計
画
な
ど
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
検
討

す
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
財
源
確

保
は
。

　

引
き
続
き
国
・
県
に

要
望
し
て
い
く
。
市

と
し
て
は
来
年
度
は
コ
ロ

ナ
対
策
を
別
枠
で
検
討
す

る
。 問答問答問答

矢
吹
　
哲
哉 

議
員

渡
部
　
勇
一 

議
員

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
現
状

と
今
後
の
強
化
点
は
。

　

11
月
１
日
現
在
、
県

内
で
は
、
229
カ
所
の

医
療
機
関
で
、
市
内
で
は

6
カ
所
で
検
査
が
で
き

る
。
今
後
も
拡
充
さ
れ
る

予
定
。（
12
月
上
旬
現
在

13
カ
所
）

　
無
症
状
者
対
策
、
感

染
経
路
の
追
跡
な
ど

の
対
策
は
。

　
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班

な
ど
ま
ん
延
予
防
に

有
効
だ
が
、
本
市
で
は
現

在
必
要
で
な
い
。
宿
泊
療

養
施
設
に
つ
い
て
も
確
保

す
べ
き
段
階
で
は
な
い
。

　
緊
急
小
口
資
金
貸
付

の
現
状
と
対
策
は
。

　
11
月
20
日
現
在
で
154

件
で
昨
年
度
は
従
来

の
小
口
貸
付
は
５
件
あ

問答問答問答

　
喜
多
方
地
方
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

協
議
会
答
申
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
。

　
内
容
は
、
地
域
医
療

体
制
の
充
実
や
有
害

鳥
獣
対
策
の
強
化
、
子
育

て
支
援
体
制
の
整
備
、
道

路
網
の
整
備
促
進
な
ど
直

面
し
て
い
る
課
題
へ
の
提

言
と
受
け
止
め
て
い
る
。

課
題
解
決
の
た
め
、
構

成
市
町
村
が
連
携
し
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
形

成
を
目
指
し
て
い
く
。

　

答
申
内
容
を
受
け

て
、
実
施
に
向
け
た

具
体
策
は
あ
る
か
。

　
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
具
体
的
取
り
組
み

を
掲
げ
て
お
り
、
中
心
市

と
周
辺
町
村
が
役
割
を
分

担
し
、
新
た
な
課
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

今
年
度
は
、
地
域
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し
た

「
発
熱
外
来
診
療
所
の
設

置
運
営
」
を
盛
り
込
み
、

全
20
事
業
に
取
組
ん
で
い

る
。

　
県
立
喜
多
方
東
高
は

ど
う
な
る
。
統
合
計

画
の
進
捗
状
況
は
？

　
本
年
３
月
、
県
議
会

に
お
い
て
統
合
校
の

新
た
な
校
名
を
含
む
条
例

お
よ
び
関
連
予
算
が
議
決

さ
れ
た
。

　
市
に
お
け
る
統
合
後

の
校
舎
跡
地
利
用

は
？

　

県
教
育
委
員
会
は
、

地
元
自
治
体
の
意
向

も
踏
ま
え
、
協
議
・
調
整

す
る
。
市
は
県
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

問答問答

市長

市長
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コロナ禍による雇用対策を急げ！
市内４校の高校生・就職希望者の内定率85.9％

方
を
対
象
と
し
た
支
援
事

業
等
か
ら
の
人
数
で
あ

り
、
喜
多
方
市
雇
用
相
談

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
求

職
者
の
状
況
で
は
、
11
月

20
日
現
在
で
13
人
で
あ

る
。
ま
た
職
業
紹
介
事
業

な
ど
で
就
労
機
会
の
創
出

を
行
っ
て
い
る
。

有
効
求
人
倍
率
は
令
和

２
年
１
月
が
０
・
93
倍
、

２
月
１・11
倍
、
３
月
０・

96
倍
、
４
月
０
・
59
倍
、

５
月
０・54
倍
、
6
月
０・

58
倍
、
７
月
０
・
64
倍
、

８
月
０
・
74
倍
、
９
月
が

０
・
81
倍
で
あ
る
。

　
市
内
高
校
４
校
に
通

う
新
規
卒
業
予
定
者

で
就
職
を
希
望
し
て
い
る

生
徒
の
就
職
内
定
率
と
内

定
状
況
を
伺
う
。

　
就
職
希
望
の
177
名
の

う
ち
、
令
和
３
年
３

月
卒
業
予
定
の
内
定
を
受

け
て
い
る
の
は
152
名
で
あ

り
、
内
定
率
は
11
月
20
日

現
在
、85
・
９
％
で
あ
る
。

問答

田
中
　
雅
人 

議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
分

析
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
６
月
15
日
に
喜
多
方

地
方
発
熱
外
来
診
療

所
を
設
置
し
、
10
月
12
日

か
ら
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検

体
採
取
を
行
っ
て
い
る
。

11
月
26
日
現
在
の
検
査
数

は
33
件
で
陽
性
者
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

新
し
い
生
活
様
式
に
よ

る
３
蜜
の
回
避
が
重
要
で

あ
り
、
少
し
で
も
具
合
が

悪
い
場
合
は
早
期
に
医
療

機
関
の
受
信
が
大
切
で
あ

る
。

　
コ
ロ
ナ
解
雇
の
現
況

と
対
策
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率
を

伺
う
。

　
市
と
し
て
把
握
で
き

る
の
は
解
雇
さ
れ
た

問答問答

市長

学校給食費負担軽減事業の今後の取り組みは
次年度以降も補助率１／２として事業を継続実施

坂
内
　
鉄
次 

議
員

　
学
校
給
食
費
負
担
軽

減
事
業
の
評
価
と
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
事
業
の
在
り
方
や
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て

検
証
し
た
結
果
、
本
事
業

の
評
価
が
高
い
こ
と
、
補

助
率
に
つ
い
て
は
、「
現

状
維
持
」
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
も

補
助
率
を　
１
／
２
と
し

て
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
学
校
給
食
費
の
公
会

計
化
の
導
入
は
、
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
の
検

証
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
が
伺
う
。

　

現
在
業
務
の
流
れ
の

統
一
や
教
員
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
具
体

的
手
法
に
つ
い
て
公
会
計

制
度
も
含
め
検
討
を
行
っ

問答問答

て
い
る
。

　
学
校
給
食
費
負
担
軽

減
事
業
に
よ
る
補
助

金
の
適
正
化
と
未
納
に
左

右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
給

食
の
提
供
を
行
う
た
め
、

公
会
計
化
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

文
部
科
学
省
も
全
国
の

教
委
に
公
会
計
化
を
求
め

る
通
知
を
出
し
て
い
る
。

準
備
を
進
め
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
公
会
計
化
へ

移
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
課
題
を
整
理
し
て
時

間
を
か
け
て
充
分
検

討
す
る
。

問答

市長
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討
論

　
　
　

人
事
院
勧
告
は
民
間
と
の
賃

金
格
差
を
是
正
し
賃
上
げ
勧
告
が
原

則
で
あ
る
。
今
回
の
０
・
05
％
期
末

手
当
の
削
減
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
奮

闘
し
て
い
る
公
務
員
を
励
ま
す
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　

人
事
院
勧
告
は
民
間
と
比
較

し
た
も
の
で
あ
り
適
切
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
勧

告
に
基
づ
く
期
末
手
当
の
引
き
下
げ

勧
告
は
適
切
で
あ
り
、
改
訂
は
妥
当

で
あ
る
。

反
対

賛
成

討
論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

次のとおり審査されました。
本会議で採択された請願や陳情は、市議会の意向を意見
書等にまとめ、市当局や関係機関へ、その実現を要望し
ます。（各意見書はホームページでご覧いただけます。）

議
案
第
148
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

議
案
第
149
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

議
案
第
150
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
151
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
152
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
155
号

喜
多
方
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）
に
対
す
る

修
正
案

議
案
第
156
号

令
和
２
年
度
喜
多
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

請願・陳情
趣旨 委員会

（賛成：反対）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）
請願第 15
「喜多方産の酒器に注いだ日本酒によ
る乾杯を推進する条例」に「締めに
日本酒で乾杯」の普及と促進を図る
よう一部改正することを求める請願

「喜多方産の酒器に注いだ日本酒
による乾杯を推進する条例」に、
食品ロス削減、日本酒の地産地消
の促進などから「締めの乾杯」に
関する条文を取り入れ、「締めの
乾杯」の普及と促進に積極的に取
り組むことを求めるもの

総務常任委員会

趣旨採択
18：３趣旨採択

全会一致
福島県酒造組合喜多方支部
支部長　佐藤　和典　他１名

請願第 16
高齢者の『足の確保』の公的助成に
関する請願

移動手段のない高齢者が気軽にバ
スやタクシーに乗って外出できる
よう公的助成制度の拡充を求める
もの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致全日本年金者組合耶麻支部
支部長　治田　孝三

請願第 17
国の制度として『20人程度学級』
を展望した少人数学級の実現を要望
する意見書の提出を求める請願

コロナ禍における感染拡大の防
止、ゆたかな学びの実現、また、
子ども一人ひとりにゆきとどい
た教育を保障するため、国の制
度として、少人数学級への前進
を求めるもの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致福島県教職員組合耶麻支部
支部長　佐藤　智子

請願・陳情

○
次
の
６
議
案
は
、
福
島
県
人
事
委

員
会
勧
告
を
踏
ま
え
た
期
末
手
当
の

支
給
割
合
改
訂
に
伴
う
人
件
費
調
整

に
関
す
る
討
論
で
、
内
容
が
同
一
趣

旨
の
た
め
、
ま
と
め
て
記
載
し
て
い

ま
す
。

原
案
に
賛
成

本
案
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止

し
た
事
業
等
の
予
算
の
組
み
換
え
や

コ
ロ
ナ
対
策
の
追
加
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｖ
ー
Ｌ
ｏ
ｗ
シ
ス
テ
ム
か

ら
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
方
式
に
切
り
替
え
る

た
め
の
予
算
も
あ
り
賛
成
す
る
。
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本
請
願
に
対
す

る
総
務
常
任
委
員
会
の
回
答
は

「（
※
）
趣
旨
採
択
」
で
あ
っ
た
が
、

請
願
者
の
願
意
を
汲
ん
だ
場
合
、
条

例
の
中
に
あ
え
て
「
締
め
の
乾
杯
」

と
い
う
文
言
を
入
れ
る
こ
と
で
話
題

性
が
起
き
、
喜
多
方
市
産
の
日
本
酒

だ
け
で
な
く
福
島
県
の
地
酒
の
Ｐ
Ｒ

に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
与
え
た
産
業
界
へ

の
影
響
等
も
考
え
る
と
、
飲
食
業
や

宿
泊
業
も
含
め
た
産
業
振
興
に
も
繋

が
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
採
択
」

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

な
し
。

趣
旨
採
択
に
反
対

趣
旨
採
択
に
賛
成

請
願
15

「
喜
多
方
市
産
の
酒
器
に
注
い
だ
日

本
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条

例
」
に
「
締
め
に
日
本
酒
で
乾
杯
」

の
普
及
と
促
進
を
図
る
よ
う
一
部

改
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

【
提
出
期
限
】

　
２
月
16
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
】

　
喜
多
方
市
議
会
事
務
局

　
（
市
役
所
４
階
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
に

要
望
し
た
い
事
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
請
願
提
出
に
関
す
る
必
要
事
項
】

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
議
会
議

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
陳
情
の
場
合
に
は
、
市
議
会
議
員

の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

　
議
会
事
務
局

　
議
事
総
務
課
総
務
係

　
�

☎
24ｰ

５
２
５
３
ま
で

３
月
定
例
会
に
行
う

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○○○に関する請願（陳情）書
令和　年　月　日

代表者　住所　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　㊞
　　　　　　　電話　　　　　　
　　紹介議員　氏名　　　　　㊞

※陳情の場合は紹介議員は不要です

喜多方市議会議長　様
請願（陳情）要旨
　○○○○○○○○○○下記につい
て請願（陳情）いたします。

請願（陳情）内容
１　○○○○○○○○
２　○○○○○○○○

※
趣
旨
採
択
と
は
？

請
願
に
対
す
る
議
会
の
意
思
決
定
は
、
理

論
的
に
は
「
採
択
」
か
「
不
採
択
」
の
２

種
類
し
か
な
い
が
、
議
会
と
し
て
は
、
請

願
の
願
意
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き

る
が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て
な
い

と
い
っ
た
場
合
に
採
ら
れ
る
請
願
に
対
し

て
の
決
定
の
方
法
を
い
い
ま
す
。

特
に
ア
ナ
ロ
グ
防
災
無
線
は
令
和

４
年
11
月
に
免
許
切
れ
に
な
り
有
利

な
財
源
確
保
の
た
め
に
は
令
和
３
年

３
月
ま
で
の
緊
急
防
災
債
に
間
に
合

わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

原
案
及
び
修
正
案
に
反
対

法
定
外
財
産
使
用
料
を
誤
っ
て
徴

収
し
た
事
に
対
す
る
返
還
金
に
つ
い

て
反
対
す
る
。
地
方
自
治
法
の
定
め

に
よ
る
時
効
と
し
て
半
額
し
か
返
還

し
な
い
の
は
、
法
解
釈
の
誤
り
で
あ

り
、市
民
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。

修
正
案
に
賛
成

Ｖ
ー
Ｌ
ｏ
ｗ
方
式
失
敗
の
検
証
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
方
式
の
切
り
替
え

は
２
年
も
あ
れ
ば
で
き
、
緊
急
防
災

債
も
延
長
の
可
能
性
が
あ
る
。
シ
ス

テ
ム
の
方
式
も
古
く
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

も
入
っ
て
い
な
い
。
賠
償
の
見
通
し

も
立
っ
て
い
な
い
。

市
長
は
ま
ず
市
民
に
謝
罪
し
て
か

ら
新
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
問
う
べ

き
で
あ
る
。

平
成
30
年
４
月
に
発
生
し
た
高
郷

町
揚
津
地
区
地
す
べ
り
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
12
月
９
日
、
議
会
高

郷
町
地
す
べ
り
災
害
対
策
会
議
に
お

い
て
現
地
視
察
を
実
施
し
、
地
す
べ

り
や
工
事
等
進
捗
の
状
況
を
確
認

し
、
同
日
付
を
も
っ
て
議
会
高
郷
町

地
す
べ
り
災
害
対
策
会
議
を
解
散
し

ま
し
た
。

議
会
高
郷
町
地
す
べ
り
災
害

対
策
会
議
を
解
散
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意見が分かれたもの

議員名
議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

1
矢
吹

哲
哉

2
小
澤

　
誠

3
山
口
　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島
　
雄
一

7
渡
部
　
一
樹

8
蛭
川
　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
小
林
　
時
夫

11
坂
内
　
鉄
次

12
長
澤
　
勝
幸

13
渡
部
　
勇
一

14
齋
藤
　
仁
一

15
田
中
　
雅
人

16
五
十
嵐
吉
也

17
佐
藤
　
忠
孝

18
伊
藤
　
弘
明

19
後
藤
　
誠
司

20
佐
原
　
正
秀

21
山
口
　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議　案
第130号

令和元年度喜多方市歳入
歳出決算の認定について

原案
認定 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 矢吹哲哉 山口文章

議　案
第148号

令和２年度喜多方市一般
会計補正予算（第 12号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 小澤誠 十二村秀孝

議　案
第149号

令和２年度喜多方市国民
健康保険事業特別会計補
正予算（第４号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小澤誠 十二村秀孝
議　案
第150号

令和２年度喜多方市介護保険事
業特別会計補正予算（第３号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案
第151号

令和２年度喜多方市下水道
事業会計補正予算（第３号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案
第152号

令和２年度喜多方市水道事
業会計補正予算（第３号）

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案
第153号

喜多方市議会議員の議員報酬等に
関する条例の一部を改正する条例

原案
可決 20：1 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案
第155号

喜多方市職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 小澤誠 十二村秀孝

議　案
第156号

令和２年度喜多方市一般
会計補正予算（第 13号）
に対する修正案

否決 4：17 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
原案賛成
佐原正秀、小島雄一
原案・修正案反対
田中雅人
修正案賛成
矢吹哲哉、蛭川靖弘、山口和男

議　案
第156号

令和２年度喜多方市一般
会計補正予算（第 13号）

原案
可決 16：5 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

請願
第15

「喜多方産の酒器に注いだ日本
酒による乾杯を推進する条例」
に「締めに日本酒で乾杯」の普
及と促進を図るよう一部改正す
ることを求める請願

趣旨
採択 18：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

趣旨採択反対
蛭川靖弘

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（齋藤勘一郎）は採決に加わらない。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致
で可決されています。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページをご覧ください。

12月定例会審議結果

人
事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

全
会
一
致
で
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

【
再
任
】

結ゆ
う
き城　

兼か
ね
お夫

（
喜
多
方
／
東
桜
ガ
丘
）

【
新
任
】

遠え
ん
ど
う藤　

俊し
ゅ
ん
い
ち一（

熱
塩
加
納
／
田
中
）

手て
し
ろ
ぎ

代
木　
昌ま

さ
ひ
ろ宏

（
喜
多
方
／
太
田
）

農
業
委
員
会
委
員

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

【
再
任
】

京き
ょ
う
の野　
貞さ

だ
お夫（
喜
多
方
／
吉
志
田
）

木き

ど戸　
賢け

ん
じ治（
熱
塩
加
納
／
針
生
）

菅す
が
い井　
大だ

い
す
け輔（
熱
塩
加
納
／
御
林
）

大お
お
つ津　

康や
す
お男（

塩
川
／
新
井
田
）

平ひ
ら
た田　
恭き

ょ
う
い
ち一
（
塩
川
／
源
太
）

高た
か
の野　
　
進す

す
む（
山
都
／
堰
沢
）

齋さ
い
と
う藤　
澄す

み
こ子
（
山
都
／
舟
岡
）

【
新
任
】

高た
か
は
し橋　
忠ち

ゅ
う
い
ち一（
喜
多
方
／
上
三
宮
一
区
）

菊き
く
ち地　
　
貴た

か
し（
喜
多
方
／
稲
田
）

※
敬
称
略

小こ
ば
や
し林　

千ち
よ
ま
つ

代
松（
喜
多
方
／
下
柴
）

木き
む
ら村　

富ふ

じ

お
士
男（
喜
多
方
／
熊
倉
下
）

岩い
わ
さ
き崎　

茂し
げ
は
る治（

喜
多
方
／
豊
岡
）

山や
ま
ぐ
ち口　

久ひ
さ
と人（

喜
多
方
／
松
野
）

渡わ
た
な
べ部　

清き
よ
た
か孝

（
喜
多
方
／
一
ノ
堰
一
区
）

小こ
ば
や
し林　

博ひ
ろ
ゆ
き行

（
塩
川
／
田
中
）

二に
へ
い瓶　

　
崇た

か
し（

塩
川
／
万
力
）

小お
ざ
わ沢　

勝か
つ
の
り則（

山
都
／
三
ツ
山
）

佐さ
と
う藤　

光こ
う
し
ん伸

（
高
郷
／
夏
井
）

武む
と
う藤　

常つ
ね
お雄

（
高
郷
／
吹
荻
）

教
育
委
員
会
委
員

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

【
再
任
】

髙た
か
は
し橋　

明あ
き
こ子（

山
都
／
一
ノ
木
）

22市議会だより 喜多方　第44号

審
査
報
告



３月定例会の予定３月定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

  22 23 24 25 26 27

 28  2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

2
21
／

3 /１

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

本会議
（議案審議）

休会
（議案調査）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

きたかた FM 
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送
しています。
　開会日の翌週、平日の
午後2時～午後5時は、ラジオ
放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）
を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴で
きます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

議会広報編集委員会では、令和 2 年 2 月に実施しました市議会だよりアンケートのご意
見をもとに、できることから改善に取り組んで参りました。その内容をお知らせいたし
ます。

上記のほか、感想（39件）、議会・議員活動に関すること（8件）、
意見交換会に関すること（4件）、市政に関すること（8件）などたく
さんのご意見をいただきました。（詳細はホームページに掲載してお
ります。）ご意見を受け付けておりますので、ぜひお寄せください。
お待ちしております！

主なご意見 取組状況

字が細かくて読みにくい（４件） 第 41号から文字を拡大しました。誤認しにくいユニバー
サルデザインの文字を採用しています。

イメージが堅い、とっつきにく
い（５件）

表紙や巻頭ページでは市民の皆様に登場していただくなど
工夫を重ねてまいりました。手に取りやすい印象を持って
いただけるよう、分かりやすい記事掲載に心がけてまいり
ます。

文字が多い、分かりやすくまと
めて欲しい（３件）

一般質問については、質問要旨を分かりやすくＱ＆Ａの見
出しに変更しました。文章は簡潔に分かりやすく心がけて
編集してまいります。

写真を多くいれる、キャプショ
ン（説明文）をつける（３件）

分かりやすい写真の掲載、キャプション（説明文）の活用に心
がけてまいります。

議会報告だけでなく、課題を積
極的に掲載して欲しい（６件）

具体的に、「子育て」「高齢化・少子化対策」「市職員の仕事
ぶり」の特集のご要望がありました。これまでも「子育て」
など特集した経過もございます。ご要望に沿えるよう引き
続き検討してまいります。

回覧形式にするなど、部数削減
してはどうか（２件）

市民の皆様の身近において読んでいただけるよう、引き続
き全戸配布とさせていただきます。ご理解ください。

議会だよりは見やすくなりましたか？

【傍聴を希望される方へ】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、手洗い・手
指の消毒とマスクの着用、入場前の検温にご協力をお
願いいたします。
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〈
発
行
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会
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〈
編
集
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会
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報
編
集
委
員
会

〒
966-8601 喜

多
方
市
字
御
清
水
東
7244番

地
2

喜
多
方
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.kitakata.fukushim
a.jp/site/gikai/

編
集
後
記

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
広
報

作
り
を
、
日
々
少
し
ず
つ
で
す
が
改

善
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
、
本
市
消
防
団
の
方
々
と
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
団
員

の
心
が
け
、
問
題
や
課
題
解
決
な
ど
、

し
っ
か
り
と
し
た
自
身
の
考
え
を
持

ち
、
日
々
活
動
す
る
姿
が
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
本
市
を
守
る
皆
さ
ん

の
声
を
受
け
止
め
、
課
題
解
決
に
向

け
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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靖
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菊
地
と
も
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�

田
中　
雅
人

�

後
藤　
誠
司

喜多方市消防団から、各地区を代表する団
員の皆さんにおいで頂きました。
今回は、消防団の日頃の活動が市民の皆さ

んになかなか伝わりにくい現状にあることか
ら、有事（火事・災害・捜索など）の際の対応、
市民の日常生活の安全・安心を支える重要な
任務の一翼を担っていることをクローズアッ
プさせ、市民にとって身近な存在であること
の理解を深める率直な意見交換ができました。
大きな課題は、やはり新入団員の確保の難

しさのようです。若い人が使命感を持って入
団できる魅力ある消防団にするためのイメー
ジの一新、処遇改善・支給物の充実などの課
題が出されました。災害弱者対策も重要な課
題になってきます。
議員から「自主防災組織」の結成について

の問い掛けがあり、高郷地区では全行政区の

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“まり、羽子板、羽根”です。

（特集２・3ページをご覧ください。）

崇高な理念と使命感を持って活動レポ ト～取材

９割が結成されていますが、各地区によって認
識の違いがあるようです。
消防団活動をする中で、最前線で危険と隣

り合わせで消火活動などをしている団員の皆さ
んの大切な命があります。東日本大震災でも
使命感から多くの消防団員が犠牲になっていま
す。
市民の皆さんも消防団が「崇高な理念と使
命感を持って活動している」ことを知り、もっ
と活動に関心を持っていただき、防災意識を高
めることが大切だと思いました。
最後になりますが、「議会に求めることは直

接話を聞いてくれること」とのご意見がありま
した。
今後も継続した意見交換と課題解決に向け、

取り組んでいきたいと思います。


